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区　分 内　容
年額報酬 階級が団員の場合、年額 36,500 円支給します。階級が上がれば報酬額も上がります。

出動報酬 火災等災害・行方不明者捜索　日額４時間未満4,000 円、４時間以上8,000 円支給します。

訓練・防火パトロールその他　日額2,000 円支給します。

退職報償金 消防団員として５年以上勤務し、退団した場合に支給します。【参考】５年で退団した場合20 万円支給

公務災害補償 消防団活動に際しての負傷事故に対しての補償も万全です。

被服の貸与 消防団活動に必要な制服や活動服も貸与します。

団員特典 いわて消防団応援の店の登録店舗を利用するとお得なサービスを受けることができます。 

先輩団員からのメッセージ

　先輩団員からの誘いで入
団しました。私は金ケ崎出
身ではありませんでした
が、地域の方々のつながり
を深める機会だと思い入団
しました。
　活動は大変ですが、入団
する時に先輩方に大いに歓
迎してもらい、わからない
ことも親切に教えてくれま
した。自分も地域の役にた
てるようにこれからも消防
活動を頑張って行きたいと
思います。

第１分団第１部団員
及川　武

たけ
善
よし

さん
　　令和５年入団

　会社員を辞め就農の際に、地元で
消防団員だった同級生に誘われまし
た。地元に腰を据えると言う事で、
今後の繋がりを考えると、地域の
方々の顔を覚え、私の事も覚えても
らった方が良いと思いました。
　ポンプ車操法競技について、最初
は覚える事が沢山有り大変でした
が、先輩にしっかり指導してもらい
高い評価を得た上で、「このやろう」
と思い始めると、なかなか楽しいで
す。消防活動により、地域の「火の
用心」と言う気持ちに、ちょっとし
た後押しが出来ればと思います。

第２分団第２部部長
髙橋　幸

ゆき
広
ひろ

さん
平成 21 年入団

第３分団第４部団員
名和　和

かず
俊
とし

さん
平成 19 年入団

　同年代の先輩団員に勧誘
を受けて入団しました。迷
いもありましたが、地元と
のつながりを深める良い機
会だと思い入団しました。
　消防団の活動は火事の消
火だけでなく、地域のパト
ロールや災害対応もありま
す。そのため消防団の仲間
たちと共に活動を行う事は、
地元住民を守り地域貢献に
つながると考えています。
これからも地域のために活
動を頑張っていきます。

第４分団第２部団員
千田　拓

ひらく
さん

令和２年入団

　団員の先輩方からの声掛けがきっか
けで入団しました。2～ 3年は入団を
断っていました。子供も小さかったで
すし、仕事の都合でなかなか活動に参
加出来ないと思っていたからです。家
庭・仕事優先で大丈夫というお話しを
聞いて、不安もありましたが、恐る恐
る入団しました。　
　部の方々に温かく迎えてもらい、地
域の皆さんから「頑張ってね」など優
しい言葉をもらいすぐに不安は和らぎ
ました。自分の生活・本業も守りつつ
活動出来るのが消防団の魅力だと思っ
ています。団員として少しずつ成長し、
今後も活動していきたいです。

消防団員の待遇

消防団の活動

消防団員の安全意識と消火・防災技術の向上を
目的として訓練を行います。定例行事として
は、３月に火災想定訓練、６月に消防競技大会、
10 月に消防演習を実施します。

消火・災害訓練

防火パトロール 地域との交流
地域でのお祭りや花火大会など火災の危険
がある場合の警戒配備にあたります。１月
には消防出初式で街中を分列行進します。

火災が発生しやすい時期に消防車による夜間警
らや、家庭での火災報知器設置の呼びかけなど
11 月と３月の火災予防週間に防火パトロール
を実施します。

火災が発生した際、消防屯所から消防車に乗っ
て火災現場に駆けつけ消防署の消防車と一緒に
消火活動をします。また、交通誘導や消防水利
確保など重要な役割も担います。

消火活動

災害復旧活動 避難救助活動
大規模災害時には、避難所への誘導、救助活動
など生命と財産を守る重要な活動をします。警
察や消防署からの要請があった場合に行方不明
者の捜索も行います。

大雨による道路冠水や河川等の氾濫、大地震が
発生した場合の危険個所のパトロールを実施し
ます。応急処置として土のうの設置やポンプに
よる排水活動を行います。

災害時

平常時
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